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資料４ 討議議事録 

（１）協力準備調査（基本設計） 
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（２）基本設計概要説明調査 
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資料５ 事業事前計画表 
１．案件名 
 ザンビア共和国 ザンビア大学付属教育病院医療機材整備計画 
２．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 
 ザンビア共和国（以下「ザ」国という。）保健省はミレニアム開発目標（以下「MDGs」
という。）の達成に向け、母子の健康／栄養、リプロダクティブヘルス、エイズ、結核、マ
ラリアなどの個別プログラムの強化に加え、保健人材の育成、必須医薬品の調達、保健施設
インフラ／医療機材の整備等の横断的課題を優先分野とする第 4次国家保健戦略 5カ年計画
（National Health Strategic Plan IV、2006～2010年。以下「NHSP IV」という。）を推進して
いる。しかしながら、2008年 10月に開催された NHSP IVの中間レビューでは、老朽化の
見られる医療施設の整備や医療機材の更新は喫緊に対応が必要な分野と評価され、それら整
備を進めるために必要となる基本情報システムの更新、資本投資バスケットの創設、医療施
設・機材の維持管理計画の策定をはじめとする 7つの戦略が掲げられた。 
 
 本計画の対象施設であるザンビア大学付属教育病院（以下「UTH」という。）は、第 3
次医療サービスを担うザ国トップのリファラル病院であるとともに、現職医療従事者ならび
に医師や看護師を目指す医学生に対し臨床教育を提供する施設である。加えて、首都ルサカ
にはUTHとヘルスセンターの間に 1～2次レベルの病院がないこともあり、総人口の約 15％
が集中するルサカ市民にとっては、病院医療サービスが享受できる唯一の施設となる。
「ザ」国保健省も、「ザ」国トップのリファラル病院である UTHの整備は政策面において
大変重視している。しかしながら、広大な医療施設・設備の維持管理に加え、老朽化医療機
材の更新に充当する予算手当に困難もあったことから、中央空調・換気システムの劣化や雨
漏りが見られるようになり、当該施設に求められる使命を実現させるためには、既存施設の
補修工事や老朽化医療機材の更新整備が必要となってきた。例えば、中央手術棟は築 40年
が、産婦人科診療棟（Bおよび Cブロック）に至っては築 50年以上が経過している。医療
機材についても、多くは 10～15年以上が経過しており、老朽化・破損が進みつつある。こ
のような状況は診療活動にも影響を及ぼしていると伺え、2006年及び 2007年の手術件数や
分娩件数を一例として見ると、それぞれ、16,654 件から 15,445 件へ、14,356 件から 13,414
件へと減少が見られている。 
 
 以上のような状況に直面し、UTH は保健省からの補助金に加え病院の自己収入資金（診
療収入）も充当し施設補修に努めている。しかしながら、多様な補修工事を賄う財源を一度
に手配することには困難が生じており、工事は優先度に基づき小規模単位で進められている
状況にある。以上のように、現状においては施設補修に優先度がおかれているため、老朽化
既存機材を更新するための予算確保が困難になっている。 
 
 「ザ」国政府は、予算不足等が招く以上のような基本的な医療機材整備の困難性を鑑みて、
日本政府に対し、第 3次病院としての機能の回復と保健医療サービスの改善、更に現職医療
従事者や医学生に対する臨床教育機能の強化を達成することを目的に UTHを対象とする基
礎的な医療機材の調達に関する無償資金協力を要請した。なお、当初要請は医療機材の調達
に加え施設補修工事も含めた内容であったものの、2008年 10月に実施された本件の予備調
査において、先方の申し出により、施設補修は UTHが対応することになり、我が国に対し
ての要請は機材調達のみという内容に変更された。 
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３．プロジェクトの全体計画概要 
（1）プロジェクトの全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 

UTH において、産婦人科、小児科、手術室、集中治療室で提供される病院医療サービ
スが改善・拡大される。 

《裨益対象の範囲及び規模について》 
  ルサカ首都圏の住民約 170万人とその近接地域住民 
（2）プロジェクト全体計画の成果 
 UTHの産婦人科、小児科、手術室、集中治療室において必要な医療機材が整備される。
（3）プロジェクト全体計画の主要活動 
 ア. プロジェクト運営のための人員を配置する。 
 イ. UTHの産婦人科、小児科、手術室、集中治療室において必要な医療機材を調達 

する。 
 ウ. ソフトコンポーネントにより医療機材の維持管理指導を実施する。 
 エ. 上記機材を使用して患者に対する医療サービスを提供する。 
（4）投入（インプット） 
 ア. 日本側（＝本案件）：無償資金協力 3.24億円 
 イ. 相手国側 
   （ア）機材の運営・維持管理に必要な人員 
   （イ）機材の運営・維持管理に係る経費 
   （ウ）施設補修工事 
（5）実施体制 
  ・主管官庁：保健省 政策・計画局 
  ・実施機関：ザンビア大学付属教育病院 
４．無償資金協力の内容 
（1）サイト 
 ザンビア大学付属教育病院（「ザ」国 首都ルサカ） 
（2）概要 
 病院における、手術、ICU、産婦人科、及び小児科に関する医療機材の調達 
（3）相手国負担事項 
 施設補修工事 
（4）概算事業費 
 概算事業費：3.36億円（無償資金協力 3.22億円、「ザ」国側負担 0.14億円） 
（5）工期 
 詳細設計・入札期間、ソフトコンポーネントを含め約 18ヶ月（予定） 
（6）貧困、ジェンダー、環境および社会面の配慮 
 特になし。 
５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 
 特になし。 
６．過去の案件からの教訓の活用 
 調達機材に関する維持管理体制の強化が教訓として挙げられており、ソフトコンポーネン
トを導入し、包括的な医療機材の維持管理体制の強化を図る。 
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７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
（1）プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

指 標 現状（2007年） 計画（2013年） 

ICUにおける平均在院日数 平均 50日 短縮 
手術件数 15,445／年 増加 
分娩数 13,414／年 増加 

（2）その他の成果指標 
 特になし。 
（3）評価のタイミング 
 2013年以降（調達機材稼働開始後 2年経過後） 
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資料６ ソフトコンポーネント計画書 

 

 

ザンビア共和国 

ザンビア大学付属教育病院医療機材整備計画 

協力準備調査（基本設計） 

 

 

ソフトコンポーネント計画書 

（医療機材運用管理体制の強化支援） 

 

 

 

 

 

 

株式会社フジタプランニング 
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（１）背景 

 ザンビア大学付属教育病院医療機材整備計画は、ザンビア国（以下、「ザ」国という。）のトップリ

ファラル病院であるザンビア大学付属教育病院（University Teaching Hospital、以下、「UTH」という。）

に対して、診断・治療等医療サービスに用いる機材を整備するものである。 

 UTHにおける医療機材の維持管理は医療機材保守管理課（Bio-Medical Engineering Department、以下、

「BME」という。）に勤務する 6名の技術者が担っている。BME課では、新規に調達される機材のイ

ンベントリー、更に現有医療機材の維持管理を適切に行うことが使命とされている。インベントリーや

日常の業務記録はファイル管理が導入されているものの、医療機材の運用に関連する消耗品や補修部品

の調達方法、更に医療機材の供給元をはじめ、アフターサービスに関連する情報の管理・更新は適切に

なされていない。加えて、医療機器ユーザーに対する機器の取扱説明・操作指導、機器ユーザーレベル

の保守点検の指導・励行など、BME課に求められている役割を十分に果たせていない状況にある。 

 一般的に、維持管理の手順や手法が複雑多岐に及んでは、システムとしての定着が難しくなり、結果

として長続きは期待できない。また、適切な維持管理の実現に貴重な情報やツールであっても関係者間

で共有化が伴わなければ有効活用には繋がらない。UTH に散見されるこのような状況を改善へと導く

ためには、BME課の技術者や医療機器ユーザーのマインドセットを変えるようなアプローチを導入し、

職場環境の改善を補い、適切な医療機材の維持管理に努めることが必要である。そのため、日本人技術

者によるソフトコンポーネントを活用し、無償資金協力により調達される医療機材の持続的な活用とプ

ロジェクトの円滑な立ち上がりの支援を図ることは十分に意義のあることと言える。 

 

（２）目標 

5S 運動による職場環境の改善を通して、病院管理職者、BME 課の技術者及び医療機器ユーザー等、

UTHの医療従事者に係る意識改革を目指す。具体的には、病院管理職者及び BME課の技術者は医療機

材維持管理の必要性と重要性が認識できるようになり、医療機器ユーザーは予防的保守点検の励行や機

器管理台帳の活用が適切な維持管理に繋がるということが理解できることである。 

そのような手順を踏み現有医療機材の維持管理体制の強化を図る。 

 

（３）成果 

 機器管理台帳や予防的保守点検マニュアルが作成され医療機材の維持管理ツールとして導入される。

同時に医療機材の維持管理体制・システム（人員・機構）が確立され、維持管理の強化が促進される。 

 

（４）成果達成度の確認方法 

 ソフトコンポーネント活動の成果とその達成の確認方法は表-１に示すとおり。 
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表-１ ソフトコンポーネント計画の成果とその達成度の確認方法 

成 果 確認方法 

 
 
各種書類 
 

 
 以下の書類が作成される。 
 
 - 機器管理台帳（案） 
 - ユーザーレベル主要機材保守点検マニュアル（案） 
 - 各種体系図（案） 

 
 
 
 
医療機材の維持管理体制 
（人員・制度） 
 

 
 以下の項目・内容が確認できる。 
 
 - 医療機材管理責任者の特定 
 - 医療機材情報のフロー（体系図） 
 （情報の入手者・医療機器保守管理技術者→ユーザーへ） 
 - 機器のユーザーレベルにおける保守点検担当者の特定 
 - 医療機器の故障時対応フロー（体系図） 
 - 医療機器に関連する消耗品の調達フロー（体系図） 
 - 最終版（機器管理台帳、保守点検マニュアル） 
 

 
（５）活動（投入計画） 

本ソフトコンポーネントでは目標達成の手段として、整理、整頓、清掃、清潔、しつけから成る 5S

運動を適用する。5S 運動により職場環境の改善を図り職員の意識改革に努め、医療機材維持管理体制

の向上に繋げる。 

まず、ワークショップにより UTH 職員のおかれている状況を把握し、「ザ」国 UTH における文化

や社会環境において何が金銭以外のインセンティブになるのか、調査や分析を行い働き易い職場の実現

を促進する。次に、5S運動のコンセプトや目標設定を行い、更に、5S委員会を構成し 5S運動を推進す

るパイロット診療科を選定する（機材整備が予定されている集中治療室や手術部など）。その後、整理・

整頓・清掃の計画を策定し、それら計画に基づき活動するといった手順を踏む。その後主要機材のユー

ザー保守点検マニュアルや機器管理台帳を作成し、それら成果品を用いたセミナー・講習会を活動の一

環として開催する。 

ターゲットグループはBME課の技術者に加え選定されたパイロット診療科に従事する機器ユーザー

であり、① 医療機材の情報管理と日頃の業務記録を含めたファイリング管理システムの強化、② 機器

ユーザーの機器使用知識の向上とユーザーレベルの保守管理点検の推進と定着、③ 医療機材の運用に

関係する試薬・消耗品ならびに補修部品の持続的な調達が可能となるような制度の確立と定着等、包括

的な医療機材維持管理体制の強化を目指す。 

 

１）ワークショップの開催（第１次派遣業務） 

 開催にあたっては、施設長、機器管理責任者・修理担当技術者、施設・設備保守管理担当者、医師、

検査技師、看護師長、医療材料調達責任者等の出席を促し広く意見を求める。予め用意する参加型手法

に則った様式で展開し、成果を得る為に必要な行動とその為に投入すべき物事について分析する。その
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結果を元に、医療機材維持管理の組織的改善の対応策を明確にする。 

 表-２はワークショップで導きだすことが望まれるソフトコンポーネントの PDM（一例）である。ソ

フトコンポーネントは本プロジェクトの目標である「UTH における基礎医療サービスの改善・拡充」

を支援する取組みと位置づけられる。 

 

表-２ ワークショップにより導きだすことが望まれるソフトコンポーネント活動の概要 

活動の要約 達成度を見る指標 外部条件 

≪上位目標≫ 
 
 協力対象事業により調達される機材が
適切に維持・管理される。 
 

 
 
- 故障件数の減少 
- 故障から復帰までのインターバルの
短縮 

 
 
 人災（天災は不可抗力）による事故
が発生しない。 
 →安全管理の徹底 

≪目 標≫ 
 

-  機器使用者は、予防的保守点検の考
え方・手法、ならびに機器管理台帳の
有用性や活用方法が理解できる。 

-  病院管理職者および BME技術者は、
医療機材維持管理の必要性と重要性
を認識出来るようになる。 

 
 
- ワークショップやセミナーの開催に
おいて、意識改革に繋がる、意識改革
を確認するような協議項目を設け、ま
た、議事録を残すように手配し、その
内容を精査する。 

 

 
 
 修理用部品が継続的に入手できる。
 →適切な情報の収集・更新 
 →継続的な調達予算の確保・支給 
 

≪成 果≫ 
 
① 機器管理責任者が明確化される。 
 
 - 誰が機器管理者かが全員に分かる 
 - 機器管理責任者が欠勤の場合の交代要
員が誰なのか全員がわかるようにな
る。 

 
② 主要な医療機器の予防的保守点検の実
施体制、機器に関連する情報提供体系／
フローが確立される。 

 
 - 点検がしやすくなる。 
 - 点検箇所と頻度が明確になる。 
 - 点検担当者が明確になる。 
 - 点検担当者が欠勤の場合の交代要員が
誰なのか全員がわかるようになる。 

 - 機器に関連する情報が医療関係者と保
守技術者の間で共有化が図れるように
なる。 

 
③ 機器の管理台帳が整備され、活用され
る。 

 
 - どの機器を、誰が、いつ、どれだけ使
用したかが直ぐに分かるような機器管
理台帳が整備される。 

 - どの機器が、いつ、どんな故障状態に
なったのかが直ぐに分かるような機器
管理台帳が整備される。 

 

 
 
① スタッフ全員に機器管理責任者が明
確になる。 

 
 
 
 
 
 
② 予防的保守点検マニュアルが作成さ
れる、点検時間が短縮される、点検率
が向上する、機器関連情報の共有体
制が構築される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 機器の活用状況が誰にでも分かる、
機器管理責任者は機器故障発生後、
直ちにその状況を把握できる。 

 
 

 
 
 
 
 
 機器管理責任者（交代要員含む）お
よび点検担当者（交替要員含む）が一
斉に欠勤しない。 
 →共同作業の認識 

≪活動の一例≫ 
 
項目① 機材部門ごとに機材管理の責任者を決める 
項目① 機材管理責任者の交代要員を決める 
項目② 主要機材の予防的保守点検マニュアルを作成する 
項目② 点検担当者を決定する 
項目② 点検担当者の交代要員を決める 
項目③ 機材の使用状況記録帳を準備する、5S運動の導入・実施 
    等々 

≪施設が準備する物／投入の一例≫ 
 
1. 機材の管理責任者及び交代要員 
2. 予防的保守点検者及び交代要員 
3. 部門毎の機材使用者リスト 
4. 5S運動の導入・実施 
 等々 
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 ワークショップに引き続き、そこで得た「要素」を組み合わせて作り上げる「システム」や「物」の

アウトラインを形作る作業に取り掛かる。このアウトラインは、コンサルタントならびに BME技術者

から提示される「主要機材にかかるユーザーレベルの機器保守点検マニュアル」と「機器管理台帳様式」

の基になる。第 1次派遣では、作成されたユーザーレベルの保守点検マニュアル（案）ならびに機器管

理台帳（案）の運用に関する講習会を開催し、調達医療機材が導入され次第、それらマニュアルや台帳

が直ちに導入・活用されるよう指導する。 

 

２）セミナーの開催（第２次派遣業務） 

 まず、既に導入し実施されているユーザーレベルの保守点検や機器管理台帳の活用状況をモニターし、

その後開催されるセミナーにより各種マニュアルや台帳の活用状況について意見交換を行う。その結果

に基づき、必要があれば「主要機材の保守点検マニュアル」ならびに「機器管理台帳」の微調整を行い

最終成果品を作成する。 

 セミナーは、第 1次派遣業務のワークショップで選定されたパイロット診療科の機器ユーザーが対象

となる。当セミナーで最も重要なことは、パイロット診療科に従事する機器ユーザー全員がこのシステ

ムに組み込まれることであり、安易なサボタージュや怠慢な作業がシステム全体の効果を著しく低下さ

せるということを理解させることにある。よって、選定されたパイロット診療科が無理なく運営出来る

システムを構築し、その運営方法を確実に理解させる事に重点をおく。 

 なお、第 2次派遣業務の開催時期は、第 1次派遣業務において指導した活動状況のモニタリングを行

う意味合いも含め、調達医療機材の引渡後約 6ヶ月あたりの時期に実施する。機器ユーザーレベルを対

象とする主要機材の保守点検指導は BME 課の技術者を講師として進めコンサルタントは BME 技術者

をサポートする。 

 

 医療機器が主に金属で構成されている限り寿命があるのは当然の理屈である。医療機器の維持管理と

は、その大前提に立って如何にその稼動期間を本来機械として保有する寿命に近づける努力を行うかと

いう一点に集約される。最も重要な事は、機械をその性能に見合った正しい使い方で機能させる事であ

り、個々の機器の使用方法を使用者が熟知している事が必要条件となる。今次計画を行うソフトコンポ

ーネントは、UTHがその必要条件を満たしていなければ効果が発揮出来ない。 

 

（６）実施リソースの調達方法 

 今回の活動である 5S運動を軸にしたセミナーを実施するには、日本国内の 5S運動についても知見・

理解が十分であり、かつ改善すべき現地の事情に精通している人物がリソースとして最適である。本邦

コンサルタントは、現地の業務環境を承知しており、かつ日本の「5S 運動」に係る改善手法を把握し

ていることから本邦コンサルタントにより直接支援する。 
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（７）実施工程（各業務・ターム毎の人数、形態、時期、期間等） 

 技術者は 2名とする。作業量は現地の勤務体制に則り、1日 8時間、週 5日を前提とし、第 1次及び

第 2次派遣業務をおおよそ以下のように計画する。第 1次派遣業務は、入札後から機材が施設に設置さ

れるまでの期間に行い、第 2次派遣業務は調達医療機材の設置後おおよそ 6ヶ月後に、それぞれ 1.0ヶ

月間程度 UTHにおいて実施する。 

 

製造・調達

輸　送

検収・引渡

月　数
業　務

全体工程

ソフト
コンポーネント

計画

第1次派遣業務 第2次派遣業務

完了報告書の提出　●

国内作業 現地作業

- 5S導入支援（技術者1）
- 保守点検マニュアル作成支援（技術者2）

● コンサルタント契約

● 業者契約

1    2     3     4     5    6     7     8     9    10    11   12    13    14   15    16    17    18

 
図-１ ソフトコンポーネント計画業務実施工程案 

 

１）第１次派遣作業工程計画 

 第 1次派遣の業務内容とその作業工程は表-３に示すとおり。 
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表-３ 第１次派遣業務の内容と作業工程計画 

「清掃」実施
　　現状写真撮影
　　医療機器に不可欠な清掃の実施
　　　（→指命されたユーザーが行う）
　　ユーザー保守点検講習会の開催
　　　(→BME技術者がトライアル実施)
　　ユーザー保守点検モニタリングの実施
　　　(→BME技術者がトライアル実施)

５S セミナーの開催(キック・オフ)

５ S委員会の構成
(委員会の構成員、責任、権限等を明確にする) 

実行グループ研修
(パイロット診療科を選出後、５Sの進め方を指導する) 

S1：「整理」計画策定
　- ME機器のメンテナンスマニュアル案の策定
　- ME機器の配分、廃棄のルール策定
　- 補修部品や消耗品の常備、在庫のルール策定

「整理」実施
　　現状写真撮影
　　院内の不要ME機器の選別
　　遊休ME機器の移動、廃棄、分別
　　過剰在庫、過小在庫の調整

S2：「整頓」計画策定
　ME機器の設置方法、場所のルール策定
　ME機器に関する掲示ルール策定
　機器マニュアル等のファイリングルールの策定
　備品、機器の常設位置へ設定、移動ルールの策定 

「整頓」実施
　　現状写真撮影
　　備品、機器の常設位置のテーピングの実施
　　掲示物の整頓
　　機器マニュアルのファイリングの実施
　　導線の確認

S3：「清掃」計画策定
　ユーザー保守点検マニュアル案の策定
　ユーザー保守点検のモニタリングシステムの整備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

第1週

作業工程（週単位）
活動内容・計画

第2週 第3週 第4週 第5週

５S導入支援コンサルタント要員（技術者1）
ユーザー保守点検マニュアル作成支援コンサルタント要員（技術者2）  

 

２）第２次派遣作業工程計画 

 第 2次派遣の業務内容とその作業工程は表-４に示すとおり。 
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表-４ 第２次派遣業務の内容と作業工程計画 

10

11

12

13

14

15

16

第1週

作業工程（週単位）
活動内容・計画

第2週 第3週 第4週 第5週

５S導入支援コンサルタント要員（技術者1）
ユーザー保守点検マニュアル作成支援コンサルタント要員（技術者2）

第1次派遣以降の状況確認と２Sの説明
　- ５S委員会からの報告
　- ２S(清潔、しつけ)に関してのセミナー開催

業務の見直し
　- 課題の抽出
　- ３Sチェックリスト作成
　- ３Sチェック手順のルール策定

S４ ：「清潔」計画策定
　- ルールの見直し
　- マニュアル類の見直し

「清潔」実施
　- 現状写真撮影
　- ユーザー保守点検講習会の開催(標準化を目指す)

見直しした業務に基づく３Sの実施
　整理：ME機器の再配分
　整頓：常設位置の見直し
　清掃：ユーザー保守点検の実施、モニタリング

S５：「しつけ」計画策定
　新規導入ME機器の対応マニュアルの策定
　職種別／部門別研修コースのルール作り*
　定期的に開催が求められる講習会のルール作り
　　 （ *：第1次派遣業務結果で検討する。）

「しつけ」実施
　- 研修の定期化
　　新人・初心者研修、ブラッシュアップ研修
　- 指導者研修

 

 

（８）成果品 

 １）第１次派遣による成果品 

・ ワークショップ報告書（出席者の氏名、ワークショップで得た全「要素」、そこまでの経緯につ

いての報告） 

・ 機器保守管理の組織的改善に関する要請及び提案報告書、各種体系図案（ワークショップにおけ

る決定事項及び作成したアウトラインについての報告） 

・ 主要な調達予定機材に係る機器ユーザーレベルの保守点検マニュアル（案） 

・ 機器管理台帳（案） 

 

 ２）第２次派遣による成果品 

・ 維持管理システム概要書（維持管理の組織及び系統図、物や情報の流れ、ルール等を記載したシ
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ステム解説書） 

・ 主要機材の機器保守点検マニュアル 

・ 管理台帳（日常及び定期的に検査した情報記載用紙、およびそれらの情報を集約する台帳） 

 

（９）概算事業費 

 

 項 目 金額（円） 

1 直接人件費 2,774,000

2 直接経費 5,642,000

3 間接費 3,551,000

 合 計 11,967,000

 

（１０）相手国実施機関の責務 

 施設で開催される打合せやセミナー等へ参加が求められる関係者の招聘、また、打合せやセミナーな

どの開催に関連し発生が予測される諸経費については実施機関が負担する。 
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資料７ 参考資料／入手資料リスト 

（１）計画機材検討表 

 

機材選定のクライテリア 

(A)  十分な数の対象患者がいる。 

(B)  現有機材や別途調達が計画されている等、機材の重複がない。   

(C)  運用するための医療スタッフがいる。 

(D)  運用するための保守管理能力が（院内又は代理店への外注）ある。 

(E)  運用・保守管理に必要な予算確保が可能か。 

(F)  医療技術レベルとして目標達成のために適当な機材である（高度な医療機器ではない）。 

(G)  機材設置場所に雨漏りがない。 

(H)  機材設置場所はその運用に適当な環境である。 

  (a) 温度・湿度・換気・空調の有無       

  (b) 電気・給排水・医療ガスの供給       

  (c) その他 

(I)  予定設置場所が（G）および（H）の条件から、現状においては不適当であるが、調達予定機

材の据付け前に関連する補修工事が終了すると判断できる。  



 A - 43

  

A
B

C

A
-
1

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
2

2
-

-
-

B
-
1

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

3
-

-
-

G
-
1

3
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
2

2
-

-
-

C
-
1

4
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

3
-

-
3

小
計

1
3

5
4

4
1
0

1
0

-
-

-
A

-
2

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
4

4
-

-
-

B
-
2

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

3
-

-
-

G
-
2

3
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
2

2
-

-
-

C
-
2

4
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

-
3

-
-

A
-
3

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
4

1
3

-
-

B
-
3

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

1
2

-
-

G
-
3

3
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
1

-
1

-
-

C
-
3

4
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

-
3

-
-

小
計

3
4

1
8

8
8

2
3

1
1

1
2

-
-

A
-
4

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
2

2
-

-
-

B
-
4

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

3
-

-
-

G
-
4

3
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
2

2
-

-
-

C
-
4

4
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
2

2
-

-
3

小
計

1
5

7
4

4
9

9
-

-
-

A
-
5

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
4

4
-

-
-

B
-
5

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

2
1

-
-

G
-
5

3
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
2

2
-

-
-

C
-
5

4
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

-
3

-
-

小
計

1
7

7
4

6
1
2

8
4

-
-

A
-
6

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
2

1
1

-
-

-
2

○
○

×
○

○
○

○
×

○
×

-
-

-
-

-
G

-
6

3
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
1

1
-

-
-

C
-
6

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
、

小
4

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
-

1
-

-
小

計
4

4
0

0
4

2
2

-
-

A
-
7

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
4

4
-

-
-

B
-
6

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

3
-

-
-

G
-
7

3
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
2

2
-

-
2

-
4

○
×

○
○

○
○

○
×

○
×

-
-

-
-

-
小

計
1
7

9
4

4
9

9
-

-
-

(E
)

4

(G
)

過
去

無
償

機
材

の
更

新

計
画

内
訳

新
規

総
合

判
定

機
材

選
定

基
準

(B
)

補
充

更
新

合
計

It
e
m

 N
o
.

(協
力

準
備

調
査

)
優

先
順

位

予
備

調
査

の
計

画

(F
)

(A
)

(C
)

(D
)

場
所

 :
 1

 -
 中

央
手

術
室

、
2
 -

 救
急

手
術

室
、

 3
 -

 小
児

科
手

術
室

、
4
 -

 産
婦

人
科

手
術

室

5
麻

酔
器

協
力

準
備

調
査

3
4

1
7

7

8
8

1
3

（
手

術
室

）

A
-
3

(H
)

C
o
de

 N
o
.

（
予

備
調

査
）

A
-
1

機
材

名
場

所

4

(I
)

1
8

手
術

台

電
気

メ
ス

吸
引

器
、

大

吸
引

器
、

中

4
4

4
6

A
-
4

A
-
5

7
1
5

0
0

A
-
7

4
4

A
-
6

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
、

中

無
影

灯
1
7

9
4

4



 A - 44

 

A
B

C

B
-
7

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

-
3

-
-

G
-
8

3
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
1

1
-

-
-

C
-
7

4
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

-
3

-
-

A
-
8

患
者

監
視

モ
ニ

タ
ー

(I
B

P
付

）
1

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

3
3

-
-

2
小

計
1
5

7
4

4
1
0

4
6

-
-

A
-
9

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1

1
-

-
1

B
-
8

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1

-
1

-
-

G
-
9

3
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
1

1
-

-
1

C
-
9

4
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1

-
1

-
-

小
計

-
-

-
-

4
2

2
-

-
A

-
1
0

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
2

-
-

2
-

B
-
9

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1

-
-

1
-

-
3

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

-
-

-
-

-
C

-
1
0

4
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1

-
-

1
-

小
計

-
-

-
-

4
-

-
4

-
-

C
-
1
1

新
生

児
蘇

生
台

4
-

-
-

-
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1

1
-

-
1

C
-
7

C
-
8

腹
腔

鏡
4

1
0

1
0

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
1

-
-

-
C

-
8

-
子

宮
鏡

4
1

0
1

0
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
0

-
-

-
-

E
-
1

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
9

9
-

-
-

D
-
1

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1

1
-

-
-

小
計

1
6

9
4

3
1
0

1
0

-
-

-
E
-
2

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1

-
-

1
-

D
-
2

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

-
-

3
-

小
計

2
1

1
0

4
-

-
4

-
E
-
3

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
0

8
2

-
-

D
-
3

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
0

7
3

-
2

小
計

2
0

2
0

0
0

2
0

1
5

5
-

-
E
-
4

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
0

-
-

1
0

-
D

-
4

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
5

-
-

5
-

小
計

2
0

2
0

0
0

1
5

-
-

1
5

-

計
画

内
訳

0

機
材

選
定

基
準

1
B

-
1
 (

1
-
2
)

0

2
0

2
0

0
0

2
0

2
0

B
-
1
 (

2
&
3
)

患
者

監
視

モ
ニ

タ
ー

人
工

呼
吸

器
、

乳
幼

児
用

B
-
1
 (

4
)

輸
液

ポ
ン

プ

除
細

動
器

-

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
-

患
者

監
視

モ
ニ

タ
ー

-

機
材

名
場

所

場
所

 :
 1

 -
 中

央
手

術
室

、
2
 -

 救
急

手
術

室
、

 3
 -

 小
児

科
手

術
室

、
4
 -

 産
婦

人
科

手
術

室

過
去

無
償

機
材

の
更

新

C
o
de

 N
o
.

（
予

備
調

査
）

-

1
0

（
M

IC
U

 &
 P

IC
U

）

-
-

場
所

 :
 1

 -
 M

IC
U

, 
2
 -

 P
IC

U

B
-
1
 (

1
-
1
)

人
工

呼
吸

器
、

小
児

・
成

人
用

1
6予

備
調

査
の

計
画

4
1
5

-

優
先

順
位

9
4

3

2

新
規

（
手

術
室

）

It
e
m

 N
o
.

(協
力

準
備

調
査

)
合

計
更

新
補

充
(H

)
(A

)
(B

)
(C

)
総

合
判

定

協
力

準
備

調
査

(D
)

(I
)

(G
)

(E
)

(F
)

-
-

4
7

-
-



 A - 45

  

A
B

C

B
-
1
 (

5
-
1
)

-
除

細
動

器
、

成
人

用
-

2
2

0
0

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
B

-
1
 (

5
-
2
)

-
除

細
動

器
、

小
児

用
-

1
1

0
0

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

E
-
5

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1

1
-

-
-

-
D

-
5

2
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1

1
-

-
1

-
小

計
3

3
0

0
2

2
-

-
-

E
-
6

吸
引

器
、

中
1

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

8
5

3
-

-
D

-
6

吸
引

器
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
2

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

6
3

3
-

-
小

計
1
6

1
6

0
0

1
4

8
6

-
-

B
-
2

-
血

液
ガ

ス
分

析
装

置
1
,2

2
2

0
0

○
○

○
×

×
○

○
○

○
×

0
-

-
-

-
B

-
3

D
-
7

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
2

1
0

3
1

6
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

-
-

3
-

B
-
4

-
光

線
治

療
器

2
4

1
1

2
×

○
○

○
○

○
○

○
○

×
0

-
-

-
-

B
-
5

-
ビ

リ
ル

ビ
ン

メ
ー

タ
2

2
1

0
1

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

0
-

-
-

-
B

-
6

-
ヘ

マ
ト

ク
リ

ッ
ト

遠
心

器
2

2
1

0
1

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

0
-

-
-

-
B

-
7

-
酸

素
テ

ン
ト

2
2

1
0

1
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
0

-
-

-
-

B
-
8

D
-
8

移
動

式
X
線

撮
影

装
置

2
1

1
0

0
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1

-
-

1
-

B
-
9

-
保

育
器

2
5

1
0

4
×

○
○

○
○

○
○

○
○

×
0

-
-

-
-

B
-
1
0

-
搬

送
用

保
育

器
2

2
1

0
1

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

0
-

-
-

-
B

-
1
1

-
オ

ー
ト

ク
レ

ー
ブ

、
卓

上
2

1
1

0
0

×
○

×
○

○
○

○
○

○
×

0
-

-
-

-
B

-
1
2

-
オ

ー
ト

ク
レ

ー
ブ

、
中

型
2

1
1

0
0

×
○

×
○

○
○

○
○

×
×

0
-

-
-

-
-

D
-
9

超
音

波
診

断
装

置
、

カ
ラ

ー
ド

ッ
プ

ラ
2

-
-

-
-

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
-

-
1

-
-

E
-
7

IC
U

ベ
ッ

ド
1

-
-

-
-

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
0

1
0

-
-

-
-

E
-
8

ネ
ブ

ラ
イ

ザ
ー

1
-

-
-

-
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
2

1
1

-
1

C
-
1

F
-
1

超
音

波
診

断
装

置
-

2
0

1
1

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
-

-
1

-
C

-
2

F
-
2

吸
引

娩
出

器
-

5
3

1
1

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

2
1

1
-

-
C

-
3

F
-
3

新
生

児
蘇

生
台

-
5

3
1

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

2
1

-
-

C
-
4

-
保

育
器

-
7

2
1

4
×

○
○

○
○

○
○

○
○

×
0

-
-

-
-

C
-
5

F
-
4

分
娩

台
-

1
0

1
0

0
0

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
7

1
7

-
-

-
C

-
6

F
-
5

分
娩

監
視

モ
ニ

タ
ー

-
4

3
0

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3

1
2

-
-

D
-
1

H
-
1

人
工

呼
吸

器
、

新
生

児
用

-
6

5
0

1
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
3

2
1

-
-

D
-
4

H
-
2

患
者

監
視

モ
ニ

タ
ー

-
5

5
0

0
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
4

-
4

-
-

D
-
5

-
血

液
ガ

ス
分

析
装

置
-

1
0

1
0

○
○

○
×

×
○

○
○

○
×

0
-

-
-

-
D

-
9

-
電

解
質

分
析

装
置

-
1

1
0

0
○

○
○

×
×

○
○

○
○

×
0

-
-

-
-

0

優
先

順
位

B
-
1
 (

6
)

1
6

1
6

0

機
材

名
場

所

予
備

調
査

の
計

画

-
-

-

（
M

IC
U

 &
 P

IC
U

）

It
e
m

 N
o
.

(協
力

準
備

調
査

)

除
細

動
器

、
成

人
・
小

児
用

-

場
所

 :
 1

 -
 M

IC
U

, 
2
 -

 P
IC

U

（
分

娩
室

）

（
N

IC
U

）

過
去

無
償

機
材

の
更

新
合

計
(E

)
(B

)
(H

)

C
o
de

 N
o
.

（
予

備
調

査
）

(D
)

協
力

準
備

調
査

(F
)

(G
)

更
新

補
充

(A
)

(C
)

新
規

(I
)

総
合

判
定

計
画

内
訳

機
材

選
定

基
準



 A - 46

  

A
B

C

D
-
6

H
-
3

輸
液

ポ
ン

プ
-

2
0

2
0

0
0

○
○

○
○

○
○

△
○

○
○

6
6

-
-

-
D

-
7

H
-
4

超
音

波
診

断
装

置
、

カ
ラ

ー
ド

ッ
プ

ラ
-

1
0

0
1

○
○

○
○

○
○

△
○

○
○

1
1

-
-

1
D

-
8

-
X
線

フ
ィ

ル
ム

用
ネ

ー
ム

機
-

1
0

1
0

×
○

×
○

○
○

○
○

○
×

0
-

-
-

-
D

-
1
0

-
搬

送
用

新
生

児
保

育
器

-
2

0
1

1
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
0

-
-

-
-

D
-
1
1

H
-
5

新
生

児
保

育
器

-
1
8

8
2

8
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
1
8

1
8

-
-

1
8

D
-
1
2

H
-
6

移
動

式
X
線

撮
影

装
置

-
1

0
0

1
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
1

1
-

-
1

D
-
1
3

H
-
7

ビ
リ

ル
ビ

ン
メ

ー
タ

、
透

過
式

-
1

1
0

0
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
1

1
-

-
-

D
-
1
4

H
-
8

ヘ
マ

ト
ク

リ
ッ

ト
遠

心
器

-
1

1
0

0
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
1

1
-

-
-

D
-
1
5

H
-
9

光
線

治
療

器
-

4
0

0
4

○
○

○
○

○
○

△
○

○
○

4
2

2
-

-
D

-
1
6

-
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

-
2
0

0
2

1
8

○
○

○
○

×
○

○
○

○
×

0
-

-
-

-
D

-
1
7

H
-
1
0

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
、

卓
上

-
1

1
0

0
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
1

1
-

-
-

D
-
1
8

H
-
1
1

新
生

児
用

喉
頭

鏡
-

1
0

1
0

0
0

○
○

○
○

○
○

△
○

○
○

6
3

3
-

-
-

H
-
1
2

吸
引

器
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
-

-
-

-
-

○
○

○
○

○
○

△
○

○
○

3
3

-
-

-
-

H
-
1
3

新
生

児
蘇

生
台

-
-

-
-

-
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
3

2
1

-
-

F
-
1

-
洗

濯
脱

水
機

-
1

0
0

1
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
0

-
-

-
-

F
-
2

-
回

転
ド

ラ
ム

式
乾

燥
機

-
1

0
0

1
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
0

-
-

-
-

F
-
3

-
仕

上
げ

プ
レ

ス
機

-
2

2
0

0
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
0

-
-

-
-

F
-
4

-
ロ

ー
ル

ア
イ

ロ
ナ

ー
-

1
1

0
0

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

0
-

-
-

-

新
規

：
U

T
H

内
で

は
導

入
さ

れ
て

い
る

機
材

で
あ

る
が

、
当

該
診

療
科

で
は

初
め

て
導

入
さ

れ
る

医
療

機
材

で
あ

る
。

It
e
m

 N
o
.

(協
力

準
備

調
査

)
機

材
名

場
所

予
備

調
査

の
計

画

合
計

優
先

順
位

(A
)

過
去

無
償

機
材

の
更

新

（
N

IC
U

）

（
ラ

ン
ド

リ
ー

）

(I
)

総
合

判
定

更
新

(D
)

(E
)

(B
)

(H
)

C
o
de

 N
o
.

（
予

備
調

査
）

(C
)

新
規

(F
)

(G
)

計
画

内
訳

補
充

機
材

選
定

基
準

協
力

準
備

調
査



 A - 47

（２）収集資料リスト 

 

調査名 ザンビア大学付属教育病院医療機材整備計画 準備調査（基本設計）   

 
番号 

 
名   称 

形態 
図書・ビデオ
地図・写真等

 
ｵﾘｼﾞﾅﾙ･
ｺﾋﾟｰ 

 
発行機関 

 
発行年 

1 Zambia Demographic and Health 
Survey 2007 図書 ｺﾋﾟｰ 保健省 

（Ministry of Health） 2009年2月 

2 
Report of the MID Term Review of the 
Zambia National Health Strategic Plan, 
NHSP IV, 2006-2010 

図書 ｺﾋﾟｰ 保健省 
（Ministry of Health） 2008年11月

3 Health Sector Joint Annual Review 
Report 2007 図書 ｺﾋﾟｰ 保健省 

（Ministry of Health） 2007年 

4 Ministry of Health, 2005 Annual 
Report 図書 ｺﾋﾟｰ 保健省 

（Ministry of Health） 2006年9月 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 


	資料
	資料4　討議議事録
	（１）協力準備調査（基本設計）
	（２）基本設計概要説明調査

	資料5　事業事前計画表
	資料6　ソフトコンポーネント計画書
	資料7　参考資料／入手資料リスト




